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版本について
刊記・奥付の読み方を中心に

お く づ け

国文学研究資料館准教授 木越俊介

◇江戸時代の版本（製版本）の刊記・奥付（典籍自体に付載される出版情報）
に対する素朴な疑問

Ⅰ 記載される年月日は、何を意味しているのか？
→読み取れる情報と、読み取れない情報の整理。

Ⅱ 複数の本屋の名前が記載されるのはなぜか？

Ⅲ 同じ内容の本なのに、刊記・奥付が異なる場合があるのはなぜか？

Ⅰ 記載される年月日は、何を意味しているのか？

◇「刊（板・版）」と「印」の違いを理解する。
（以下、『日本古典籍書誌学辞典』「刊印修」の項より適宜抜粋）

○刊（板・版）…板木の彫刻・校正が終わって全編刷了出版の時点を刊年とする。
（マスター版の完成と出版＝開版）

○ 印…………版本が実際に印刷された時点を基準とする。
（マスター版を使用し、実際に印刷される毎に「印」を重ねる。）

※「刊記」とはその名称のとおり、「刊」の情報であり、「印」の情報は原則
記載されない。

【ア】鍬形蕙斎『山水略画式』（国文学研究資料館蔵）
く わ が た け い さ い

「寛政十二年初春」刊であることは分かるが、実際に
印刷された時期、すなわち、何年印かまでは、奥付の
情報からは分からない。

実際の「印」の時期については厳密には分からないこ
とがほとんど。版面の状態などから総合的に判断して、
「早印」「後印」などと見極めるしかない（かなり相対

そ う

的なもの）。
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Ⅱ 複数の本屋の名前が記載されるのはなぜか？

江戸時代の版本はいわば共同出版されることが多々あったから。
※ただし、「共同」が示すものは多岐にわたり、また刊記・奥付のみから分か
ることも限られている。ここでは、実践面での注意点をあげながら、共同出版
の仕組みと刊記・奥付との関係についても少しだけ触れていくことにする。

◇主版元とみなす目安（絶対的に確定する方法はない）

【イ】梅朧館主人『新斎夜語』 【ウ】速水春暁斎『絵本楠公記』三編
ば い ろ う か ん は や み しゆんぎよう さ い

（国文学研究資料館蔵） （個人蔵）

【イ】左の二書肆（いずれも大坂）
＝糸屋源助と田原屋平兵衛の間に
「合刻」との記載があるので、この
二人の共同出資（板株（＊）を持ち合

い た か ぶ

う）による「相合版（＊）」であると
あ い あ い

判断される。
右の残り二書肆は、板株は有せず、

皇都（京都）と江戸で売り弘め（流
通・小売）に関与したと見なせる。

【ウ】奥付の末尾（一番左）記載の
書肆（梅村伊兵衛）が主版元の可能
性が高いものの、一概に判断できな
い。
上記奥付には勝村治右衛門の名の

下に朱印が押されており、一見、彼
が主版元とも思われるが、こうした
朱印が主版元を示すとも限らない。
→次頁【エ】、【オ】を参照。
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【エ】伴蒿蹊『閑田耕筆』（三井文庫本） 【オ】同（鵜飼文庫本）
ば ん こ う け い

中級編…より理解を深めたい人のために

板 株とは…ある書物を正式な手続きを経て出版すると、それを出版した本屋
いたかぶ・はんかぶ

に権利（株）が生じ、その権利は板木を売り払わない限り、原則その本屋に属す
る。板木が摩滅したり、火災などで焼けたり（焼株）して使い物にならないもし
くは実物がなくても、板株を売り払わない限りは保有できる権利であった。質入
まででき、書肆にとっては商売上、最も重要な財産であった。今日の出版権に似
ているが、有効期間に限りがなく、重版はもとより、同種類の書物全体を排除す
ることができるので、出版権よりはるかに重みがあった。

（『日本古典籍書誌学辞典』多治比郁夫 を適宜編集、抜粋）

相合版とは…複数の書肆が共同で出版した書籍。相版。原則的には、出資の多寡に
あいあい

応じた部分株をそれぞれ持ち合うが、他の相合版元の勝手な刷り立てを防止する
に足る数枚の留板のみを所持する場合もある。株を持ち合っている相合版である

とめいた

かどうかは「板木株帳」等の本屋仲間の史料や各書肆の出版記録等が残されてい
れば、それによって明確になる場合が多いが、大抵の場合は刊記や見返し記事の
書肆名連記に拠るしかない。しかし、これらの書肆連名の存在がそのまま当該書
籍の相合版であることを証するとは限らず、また、連名の書肆がすべて板株を所
有しているとも限らないので注意を要する。たとえば、求版本には、見返しや巻
末の刊記にしても原版の板木をそのまま用いて刷り出し、後表紙見返しのみに求
版者の名前を最後に記した書肆名連記などを新たに付するものなどがある。また、
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刊記の書肆名連記にしても、単に売り弘め書肆としての提携関係を示すものが少
なくない。刊記に書肆名連記があれば相合版と称することが、なかば習慣的に行
われているが、その実質は、個々の書籍についてそれぞれ見極める必要がある。

（『日本古典籍書誌学辞典』鈴木俊幸）

板木株帳…大坂の記録は比較的残存しており、『大坂本屋仲間記録』（清文堂書店）
第十二巻・寛政二年改正「板木総目録株帳」、第十三巻・文化九年改正「板木総目
録株帳」に影印（写真版）が備わる。ただし、大坂の本屋についての持ち株の帳

えい いん

面という地理的な制約に加え、記録され更新されていた時期が限られている点に
も制約がある。
京都・江戸にも当然こうした帳面があったはずだが、現時点では確認されてい

ない。

Ⅲの疑問に関わるポイント

板株は売買されるものであり、板木とともに書肆間を移動する。＝求版
きゆうは ん

刊記・奥付に求版であることが明記される場合【カ】【キｂ】は比較的取り
扱いやすいが、求版であることが全く示されない場合【クｂ】は、経験則や
外部の情報をもとに判断していくしかない。
実践的には、まずは版面に違和感を感じること。その上で、データベースな

どを積極的に利用して、ある程度の目安をつけることが必要となる。

Ⅲ 同じ内容の本なのに、刊記・奥付が異なる場合があるのはなぜか？

◇求版の奥付あれこれ

【カ】『校正古銭鑑大成』
（国文学研究資料館蔵）

※求版であることが明記される場合
（元版の奥付情報もそのまま記載する）
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⇐

求版

【キａ】『古今著聞集』（国文学研究資料館蔵） 【キｂ】同（初雁文庫）
↖

▼【クｂ】同

↖

▲【クａ】『鎌倉物語』 ▲【クｃ】同
（鎌倉江之嶋名所記）

（すべて国文学研究資料館蔵）
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クｃ クｂ クａ

※クｃは求版であると同時に、「再版」（板木を改めている）でもある点に注意！
（厳密には、ｂとｃの間に享保二十年の再版があり、ｃはその求版にあたる。）

【ケ】小枝繁
さ え だ しげる

『松王物語』
（個人蔵）

※元の奥付を残したま
ま、求版時の奥付を添加
する場合も＝複数の奥付

コラム 目録に書肆名をどこまで記載するか？
できるだけ省略せずに記載することが望ましいが、たとえば幕末の版本な

どの場合、二桁の書肆名が記載されることがあり（それだけ販路が拡大した
ことを示す）、それらを全て記載するのは、目録の物理的なスペースや労力、
時間など、各々の条件に合わないことも予想される。

対応策の一例としては、一部の書肆名を採録するルールを凡例に定め、そ
の上で刊記・奥付に全何書肆が記載されているのかをも記すことで、使用者
に対し、せめてものヒントや目安となる情報を提供することを目指す、など。
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【コ】五実軒奈々美津
『鎗権三累襂』（個人蔵）

やりのごんざかさねかたびら

※書肆名などを埋木で改刻すること
う め ぎ

もある。

（部分拡大）

◇データベースなどで他機関所蔵の同じ本の奥付画像を見ることができれば比
較できる。今回はそれがあいにく見られない場合の、おおよその目安の付け方。

◇国文学研究資料館のサイト→日本古典籍総合目録データベース（お気に入りな
どに登録しておくと便利）→①調べたい書名を入力。
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②ヒットした書名をクリック。

③当該本の諸本について、所属先ならびに簡略な書誌データなどが表示される
し よ ほ ん

→任意の本のデータをクリックするとさらに詳細なデータへ。
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④目の前の本の刊記・奥付と比較してみる。

◇最終的には、原本について見ないと判断はできない（画像だけでは色々な落
とし穴がある）が、その点を理解した上でデータベースを活用すれば、目録作
成の際、対象とする本の相対的な位置をある程度まで絞り込むことができる。
その意味で、ネット上のデータベースを使わない手はありませんので、可能

な限り、目録作業の場所にはネット環境を整備してもらうようにしましょう！

◆刊記と奥付～その変遷も少し
版本の出版年月、出版地、出版者名等を記した部分が、
○本文や跋末にそのまま続けて記されるもの＝刊記
○別丁に記されるもの＝奥付

【サ】『新撰肝心要文』（国文学研究資料館蔵）
※近世初期の刊記の一例（蓮牌木記）
寛永十八年（1641）刊

※注意が必要なのは、近世初期の版本には当初は刊記が
なく、後になって加えられたものが多々存すること
（【サ】がその例というわけではない）。
※享保七年（1722）の出版に関するお触れにおいて、作
者、板元名を「奥書」に記すことが義務づけられる。お

お く が き

およそ、これ以降奥付が増えると見なすことができる。
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◆演習 『尤之双紙』寛永十一年（1634）版と慶安二年（1649）版の比較
も つ と も の そ う し

（ともに国文学研究資料館蔵）

（主な参考文献）
『日本古典籍書誌学辞典』（岩波書店、1999）
中野三敏『書誌学談義 江戸の板本』（岩波書店、1995→岩波現代文庫、2015）
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